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2021 年度 FDセミナー

　本学では、オンライン授業のメリットを超える更なる質の確保を目指した「新しい対面授業」を
2021年度から開始しました。具体的には、ICTを活用することにより、知識を教授する授業の一部
をオンデマンドや授業外学修に移行し、対面授業では教員が学生の質問に回答する、学生同士が議
論するといった「対面でしか得られない教育効果」の獲得を目指すものです。
　今回のセミナーでは、新しい形での授業を行っている先生方から、その実践事例をご紹介いただ
きました。また、セミナー後半には、実際に授業を受けている学生の声を聴く時間を設け、どのよ
うな授業が「より深い学び」に繋がるのかを共に考える機会としました。
　巻頭特集では、その様子を紹介します。

巻頭
特集

学生の深い学びに繋がる「新しい対面授業」
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　私は、学部授業として保健体育科目（講義、実技）と

教養科目を担当しています。今回は講義科目における事

例、特に最近フィードバックとグループワークを重視し

ているので、その実践例と教育効果について紹介します。

1．昨年度の経験

　2020年度前期は、保健体育科目の実技と講義を担当
していました。手探りでオンライン授業を開始したの

ですが、途中で学生が「学生間の交流」に飢えている、

「孤独を感じている」ことを痛感し、実技では後半から

Zoomのブレークアウトルームを活用したグループワー

クを取り入れました。講義形式の授業でも「学生同士の

交流の機会を提供してあげたい」と思い取り入れたとこ

ろ、思わぬ教育効果があったので、後期の教養科目で

は毎授業、グループワークを取り入れることにしました。

　学生からは、「その日に感じたこと、考えたことを共

有することによって考えがより強固になっていく喜び

が感じられた」「グループワークをメインにした授業設

計だったので、受講する前は不安だったけれども、た

だ講義を聴くだけ以上に内容を理解して実践すること

ができた」「この授業体制は刺激的で面白いので続けて

ほしいし、他でも増えてくれるといい」といったコメ

ントが寄せられました。　　　　　

2．授業の実施方法

　具体的な授業の実施方法としては、昨年度の後期は

90分を以下のスライドのように配分しました。前半は
先週の授業内容のフィードバックを 15分くらいかけ
て行います。講義パートは事前に録画した動画を

YouTubeにアップし、それを授業時間内に見てもらい

ました。オンライン授業は結構疲れるので、5分程度
の休憩を設けてから、20分ほどグループワークを行い
ました。最後に 10分程度でミニレポートを書いて提
出してもらったのですが、授業の様子を見ると、なか

なか授業時間内に kibacoで提出できず、授業後に取り

組む学生がほとんどでした。

　2021年度前期は、できる限りこの体制を取ったま
ま新しい対面授業に移行しようと考えました。しかし、

講義パートを事前にオンデマンドで行い、対面授業は

グループワークだけで行うことがイメージできなかっ

たことと、メリハリも大事だと思い、今回は授業内で

スライドを使った講義を行いました。そして昨年度と

同様、最後にミニレポートを提出させました。提出方

法も迷ったのですが、今回は答案用紙に書かせて、授

業内に提出させました。

授業事例発表①

フィードバック / グループワークの実践例
と教育効果

大学教育センター　准教授

西島　壮
にしじま　たけし

コロナ禍の影響で、交友関係、コミュニケーション不足に悩む学
生に寄り添った授業を展開している西島准教授から、グループ
ワークやフィードバックがもたらす教育効果について学ぶ。
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FD セミナー
授業事例発表①

3．課題のフィードバック

　私の授業では、学生から提出されたミニレポートの

一部を抜粋して、A4判 1枚くらいにまとめたものを
学生に配り、フィードバックに活用しています。扱う

内容は先週の授業内容、要点の振り返りです。やはり

1週間前のことを振り返るのは、記憶の定着に有効だ
と感じています。また、誤って理解してコメントして

いる学生もいるので、その修正も行います。学生は同

じ授業を受けていても色々な考え方を持つので、その

多様な意見を紹介することを特に大事にしています。

また、主専攻に応用するといった発展的な意見も、優

秀なコメントとして紹介しています。

　学生に授業の満足度を尋ねたところ、履修している

全ての科目については、「満足している」が半数程度で

したが、私の授業である「身体運動学」では、「大変満

足している」と答えた学生が 76.9％を占めました。「理
解がより深まった」「自分にはなかった着眼点や体験談

を知ることができるのでとても有意義」「いいリアク

ションをもらうとモチベーションも上がった」といっ

たコメントも寄せられ、少し手間をかけることで本当

にいい時間になると思っています。

　オンライン授業のときは kibacoでミニレポートを提

出させていたのですが、そのメリットとしては、採点

結果の通知が非常に容易であり、デジタルで届くので

フィードバック資料の作成が本当に簡単だと思いまし

た。一方、デメリットとしては、学生の様子を見てい

ると授業時間内でまとめて提出するのは結構難しいよ

うでした。それから、出席確認の方法も別途考える必

要があります。

　そこで対面授業では、kibacoではなく答案用紙で提出

させることにしました。そのメリットとしては、授業時間

内で回収でき、さらに出席確認も兼ねることができます。

個人的な印象としては、自由で率直な意見や感想が聞け

ると感じました。デジタルで書くと率直な意見を上書き修

正してしまうので、ざっと書いたものを見られることも大

事だと思います。デメリットとしては、採点結果の通知が

難しいことです。その点に関しては学生からも「点数が

分かればモチベーションにつながる」というコメントがあ

り、2割程度の学生が「kibacoで提出することで得点を

フィードバックしてほしい」と答えました。しかし、「その

場で紙に書いた方が自分の意見を書きやすい」「授業時

間内に完了してほしい」というコメントも多く、6割強の
学生は答案用紙での提出を望んでいました。　　　　　

4．講義パート

　次いで、講義パートの満足度を聞いたところ、おお

よそ良かったのですが、懸念点としては講義時間を短

くしたことが挙げられます。コロナ禍前は 65～ 70分
間かけていた内容を、3分の 2程度に縮めて説明する
ことに挑戦しました。そのため、理解度が下がるので

はという懸念もありました。昨年度は動画で見返すこ

とができたのですが、今年度は対面で講義をするので

聞き逃してしまったらそれまでになってしまいます。

　ただ、時間を短くしたからといって内容を削ったわ

けではありません。そもそも私たちは 20分くらいか
かる学会発表を 10分に収めるトレーニングを積んで
おり、短く話すことはできるはずです。にもかかわら

ず、授業になった途端、時間が持たないという後ろ向

きの気持ちで余計な話をしてしまうことがあると思い

ます。また学生からは「最後にグループワークがある

ことで、集中して講義を聞いている実感がある」との

コメントがあり、短い時間の中、緊張感を持って講義

を聴講していることが分かりました。

5．グループワーク

　グループワークは全体で 15～ 20分、できれば 20
分以上で、1グループ 3～ 4人、くじで座席指定をし
ました。個人的には 3人がベストだと感じています。
くじを引いたら、しっかり対面で話し合えるように通

路を挟んで三角形で座ってもらいました。

　次に、アイスブレーク（自己紹介）をしました。自

分で自分を紹介するのではなく、「出身はどこですか」

「学部は何ですか」といった他のメンバーからの質問に

答える形式で進め、雑談になっても大歓迎としました。

　課題は必ずオープンクエスチョンで問うことを心掛

けています。印象として都立大生は真面目なのか、正

解を求めたがるので、あえて正解のない課題に取り組

んでもらいました。
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　グループワークになったら「ぐっときたポイント」を

紹介してもらいます。同じ講義内容でも印象に残るポイ

ントが全く違うので、多様であることを感じるためにも、

「ぐっときたポイント」の紹介はうまくいっています。

　グループワークのコツとしては、リーダーシップよ

りもフォロワーシップの方を重視することです。この

ことを伝えるだけで、都立大生はがらっと変わってく

れます。これは非常に有効です。

　それから、「PLAYを大事にしましょう」と言っていま

す。PLAYには「遊ぶ」という意味もあるのですが、「役

割を果たす」「演じる」という意味もあるので、「社会人

というのはそんなものなんだよ。演じてもいいんだよ」

と言うことで、学生の心が軽くなるような感じがします。

　また、その空間・時間の幸せを最大化することを目

標としています。業績第一だとブラック企業体質のよう

になってしまいますし、全てが適当だと何となく全体的

に緩くなってしまいます。それも違うということで、全

力で幸せに向かって取り組むようにお願いしています。

　それから、Noblesse Obligeといって、「グループワー

クが得意な人には責任がある」という言葉が響く学生

もいたりします。あと、最後はやはり心の持ちようで

あり、「私はグループワークが結構できる」と思うこと

も大事だということを伝えています。

　オンラインの場合はいきなりブレイクアウトにして

からカメラオンにすると抵抗があるようで、まず全体

でカメラオンにしてからブレイクアウトを始めるのも

有効でした。

　グループワークに満足している学生は 4分の 3もい
ました。理解度は深まったかという問いに対しては、

「非常にそう思う」が半数でした。「講義の理解がさら

に深まるとともに、自分では気付けなかったところに

気付ける」「グループワークこそ大学教育の醍醐味では

ないか」というコメントもありました。

6．教養科目担当者としての心構え

　教養科目を担当するときの私の心構えとしては、「心

に新たなベクトルを」をキーワードにしています。知

識を詰め込んだり、正解を教えたりするのではなく、

学生の心に新しいベクトルが生まれること、ベクトル

の向きがより良い方向へと修正されることを目指して

います。

　例えば、スポーツが好きな学生であれば放っておい

てもいいのですが、体育が嫌いというベクトルを持っ

た学生は、時間をかけてどんどん悪い方向に向かって

いきます。ただ、授業の中で「体育とスポーツは違う

のだ」という様に新しいベクトルをつくってあげると、

将来は何かいい方向に向かってくれるのではないかと

思うのです。このように、ベクトルの向きを整えてあ

げることが教養科目の役割だと感じています。

　それから、「心に新たなフィルターを」ということも

新しいキーワードとして取り組んでいきたいと思って

います。情報は自分自身のフィルターを通して変換し

て脳に蓄積していきます。従来の学校教育では、情報

変換の精度を劣化させないことが求められていたので

すが、同じ情報でも人によってフィルターが違うので、

受け取り方が全く異なります。そこに個の多様性があ

ることに気付くことが大事だと感じています。より新

しい、より良いフィルターを獲得できれば、学生の将

来も豊かになっていくことでしょう。

　新しい対面授業で重視されるアウトプットについて

ですが、まずインプットの部分をより良くしていくこ

とが大事で、その役割を担うのが教養科目だと思って

います。この二つの達成にはフィードバックとグルー

プワークは不可欠であり、講義だけでは絶対に実現で

きないと感じています。

質疑応答

（小林）グループワークが苦手で、個人活動を好む学生

もいると思うのですが、どのような対応を取られてい

ますか。

（西島）学生に「みんなの前で私がおどおどしていたら

どう思う？」や、「社会に出る上で初対面の人と話すこ

とは絶対に大事だよ」とか、オンラインのときには

「もしかしたら就職試験をオンラインでやるかもしれな

いよ」みたいなことを言って、危機感を募らせるよう

な声掛けをし、苦手であっても必要性を感じてもらう

ことを大切にしています。
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FD セミナー
授業事例発表②

　いわゆる理系科目で行われている授業では、対面と

オンラインの両方の対応が必要になる授業がたくさん

あると思うのですが、そうした授業の参考になればと

思って、本日はお話しします。

　今日は二つの授業を紹介します。一つは、昨年度後

期に行われた「電磁気学Ⅱ」という授業です。板書を

メインとした、いわゆる対面とオンラインの両対応の

授業です。もう一つは、今年度前期の「物理学概説Ⅰ」

で、こちらも緊急事態宣言が発令されてから両対応で

行っており、スライドを用いています。

1-1．電磁気学Ⅱについて

　まず、「電磁気学Ⅱ」は物理学科の学生が履修する必

修授業です。物理学科の学生なので、高校時代から電

磁気学についてはある程度学んできており、概念的な

ところはある程度理解できていることを前提としてい

ます。その上で、この授業が目指すところは、頭の中

でイメージしている概念を数式として、数学という言

葉を使って表現できるところにあるので、学生が実際

に手を動かして理解していく授業になります。

1-1．電磁気学Ⅱ　授業の方法

　そのため、この授業では教員が板書をしています。

もちろんスライドでも授業はできるのですが、スライ

ドで説明していると学生はなかなかノートを取りませ

ん。しかし、板書をすると学生はそれにつられてノー

トを取るので、この授業では板書をします。学生が手

を動かすことで知識が定着したり、実践的に数式を使

う力が身に付いたりするのではないかと考え、そうし

たところを重視しています。

　では、実際にどうやって板書を用いた講義をしてい

るかというと、昨年度の電磁気学Ⅱの授業では 9割方
の学生がオンラインで受け、次の時間に実験がある一

部の学生のみが対面で受講していたので、基本的には

板書をオンラインで配信する授業になりました。使用

していたカメラは、我々の研究でも使っているような

USBのカメラでした。それから、我々の研究は海外の

研究者ともよくテレビ会議などをするのですが、そこ

でよく使うスピーカーフォンを使っていました。配信

はポケットWi-Fiで行っていました。

　自分の授業がどのような形で学生に見えているのか

が教員側に表示されるような形で授業を行い、学生か

らチャットで質問があったときには、画面に出てくる

チャットを見て答える形にしています。時々、学生か

ら「板書が見えません」といった発言や質問があるの

ですが、それもこのスピーカーフォンを使うとうまく

いっていて、教室側の教員の声を Zoom参加者に届け

たり、教室の学生の声を Zoom参加者に届けたりする

ことも可能ですし、Zoom参加者から教員に音声を届

けたり、Zoom参加者から教室の学生に声を届けたり

することも、比較的小さな教室であれば可能だと思い

ます。マイクの収音能力が結構大きいので、離れた所

から話しても普通に収音できると思います。

　授業では、質問の際にマイクをオンにして話してい

ただいても対応できます。直接質問しづらいときには、

対面の学生はリアクションペーパーを使って、リモー

トの学生は Zoomのチャット機能を使って質問する形

を取っています。

1-3．電磁気学Ⅱ　授業の流れ

　特に電磁気学Ⅱについては演習の授業が別途あるた

め、基本的には 90分間ひたすら板書をし、学生はノー

授業事例発表②

理学部物理学科　教授

角野　秀一
かくの　ひでかず

理系科目において対面とオンラインのハイブリッド型授業を実
施する場合の注意点や Tips のほか、定期試験用のルーブリック
や自己採点の取組みについても紹介する。

理系科目での対面・オンラインのハイブリッド 
授業の事例
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トを取って、手を動かして理解することを期待してい

ます。ひたすら板書するのを聞いているのはつらいか

もしれないのですが、手を動かしていれば単に聞いて

いるだけよりも90分間はそれなりにつらくないと思っ
ています。

　授業の内容は二つのパートに分かれています。一つ

は、リアクションペーパーもしくは Zoomのチャット

機能で質問があった場合に、次回の授業でそれについ

て深く解説をしています。もう一つは、シラバスで書

かれた内容の講義です。例えば、電磁気学Ⅱの第 7回
の講義では、前半が「ベクトルポテンシャルは単なる

数学的モデルか」という質問に対する解説を行い（長

くて 30～ 40分程度）、その後でシラバスに書かれた
内容の講義をしています。ですので、後半の講義がど

んどん詰まっていってしまうことがこの授業での悩み

だったりします。

　質問への回答に長く時間を取るのは、やはり電磁気

学だけを学んでいると何をしているのかよく分からな

かったり、モチベーションが上がらなくなってしまっ

たりするので、学んでいることが周辺の物理学とどの

ようにつながっているのかを学生がイメージできるよ

うになると、今学んでいることがどういう意味がある

のかというのが何となくイメージできて、やる気にも

つながると思うからです。授業で本来教える内容から

は外れるかもしれないのですが、そういうところも学

生にイメージをつけてほしいという狙いから、質問へ

の回答時間を長く取っています。

　例えば、先ほどのベクトルポテンシャルに関する質

問では、電磁気学Ⅱが、量子力学などの周辺の物理学

とどのようなつながりを持つかを伝えることで、ベク

トルポテンシャルは重要なものだということを分かっ

てもらっていてます。学んでいるものの重要性に学生

も少しは気付いてくれるだろうと考え、長めに時間を

取って解説をしているのです。

　シラバスの内容の講義については、ひたすら板書す

るのですが、そのまま何も考えずに学生が書いていく

と、結局何を書いているのか本人も分からなくなるこ

とがあると思うので、必要に応じてところどころで学

生が考える時間を取るようにしています。例えば、「こ

の図を数式として表現してみなさい」という問いを出

して、5分くらい時間を取っておのおの計算させた後、
解説をします。

　1回目から 6回目までは、学生から苦情が来ては改
善するというのを繰り返していました。要するに、

Zoom配信で板書が読めないという苦情が多数寄せら

れました。

　ポイントとしては、動画の配信のときに「ビデオ」

ではなく、「画面の共有」にある「第 2カメラのコン
テンツ」から配信すればきれいに映ることが分かった

ので、板書が読めないということがあれば、教員に「第

2カメラのコンテンツ」から配信しているか確認して
もらうといいと思います。

20

板書の授業：改善前と改善後
第１回授業

第 11回授業

黄色で書いた上付きや
下付きの文字も
読めるようになった

学生の皆さんへ：
もし板書が読めないときは、

教員に
「画面の共有の第２カメラのコンテンツ」

から配信しているか
確認してもらうと良いと思います。

2-1．物理学概説Ⅰ　授業の方法

　二つ目の授業「物理学概説Ⅰ」は、現在スライドを

使って行っているハイブリッド授業です。対象者は先

ほどと異なり他学科の学生で、半分くらいは高校で物

理を学んでいない学生です。特にこれまで物理を学ん

でいない学生は、数式よりも先に概念的に理解するこ

とが必要なので、スライドを用いてイメージ的なもの

を身に付けてもらいます。この授業では、物理学をき

ちんと使えるようになる必要があるので、課題も出し

ています。

　セットアップとしては先ほどと同様、スピーカー

フォンを使っています。

2-2．物理学概説Ⅰ　授業の流れ

　進め方としては、授業の資料を事前に kibacoにアッ

プロードして、予習する時間を取り、授業では前回の

課題の解説、講義、演習を 30分ずつ行っています。
もし課題に積み残しがあれば、次回の最初までに出し

てもらっています。これは時間をちょっとずらせば反

転授業にできるのですが、そうしていない理由は、や

はり概念的な部分も含めて正しく理解してほしいから

です。講義の部分を完全に事前資料にしてしまうと、

学生は必要な情報だけ得ようとするかもしれないので、
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FD セミナー
授業事例発表②

知識教授の部分は動画の早送りができないようにリア

ルタイムで全て聞いてもらうようにしています。

　特に聞いてほしい内容は、ちょっと脱線したような

話でしょうか。例えば、物理学の世界は 3次元ででき
ているのですが、なぜ 3次元でできているかといった
話を聞いてもらって、物理学に興味を持ってもらい、

学習意欲を高めてもらうようにしています。それから、

物理学を学んでいなかった学生たちには基本的なとこ

ろが難しかったりするので、現実的なところに戻って、

学生が分からないところの解説に時間を取っています。

つまり、前回の授業で分からなかったところのフィー

ドバックです。

　新しい授業の内容でもなるべくスライドを多用して

授業を行い、イメージがしやすいように心掛けていま

す。

　授業の残り 30分で課題を提示し、それに取り組ん
でもらう形にしています。特に物理を学んでこなかっ

た学生については、対面であれば教室を回りながらア

ドバイスや質問対応を行うことで対応できるのですが、

Zoomの受講者にあまりうまく対応できなかったこと

が課題として挙げられます。

3．その他の授業内容

　ここまでお話しした授業では行っていないのですが、

これまで行ってきた授業で取り組んでいたものに、定

期試験用のルーブリックというものがあります。定期

試験の前の週に学生に以下のプリントを配り、学生が

これを読めば何に取り組まなければならないか、何が

求められているのかが理解できるものになっています。

学生はこれを試験時に持っていって問題を解いてもら

います。

　そして、試験用紙を提出するときにこの紙も一緒に

提出します。そのときに、もし時間があればルーブ

リックを元にテストを自己評価し、該当の箇所に○を

つけてもらい、それに対して教員が採点して返します。

それによって、自分が丸を付けたものと教員の実際の

評価の違いも認識できます。昨年度はオンライン試験

だったので実施できなかったのですが、今年度は恐ら

く実施すると思います。

　もう一つは、課題の自己添削です。これは「物理学

演習Ⅰ」の田中篤司先生の取り組みを真似しました。

学生が提出した課題に対して教員が一度、黒板もしく

はスライドを使って解説します。それを見て学生はど

こが違っているのかを理解し、自分なりに正しい答え

を書いたものを再度提出させることで、自分なりに間

違っているところを理解する取り組みになっています。
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1．kibaco を使えるようになった

　私が今日発表したい内容は、kibacoを使えるように

なったということだけです。ほかの先生方が既にされ

ていたことができるようになったという、それだけの

ご報告です。昨年度はオンライン授業の必要に迫られ

てやむなく kibacoの使用を始めたというのが実情です

が、それによって授業の質が大幅に改善されました。

元々私はアナログが大好きで、kibacoを敵視さえして

いましたが、今では kibacoがないと授業はもうできま

せん。必要不可欠なツールになっています。

　現状からお話しすると、5月の緊急事態宣言後は完
全にオンライン授業となりました。ということは、「新

しい対面授業」をしていたのは 4月のみになります。昨
年度はずっとオンラインで授業をしていました。そのた

め、この 4月にやっていた内容こそが「新しい対面授
業」にふさわしいものではあるのですが、今日取り上

げたい授業は昨年度後期の「哲学 B」という授業です。

2．「哲学B」の概要

　なぜ、この 4月の「新しい対面授業」を取り上げな
いのか疑問に思う方は多いと思いますので理由を説明

しますと、この哲学 Bという授業はとても巨大な授業

で、受講者が 400人という規模です。そして上限設定
のあるほどの巨大な授業においてこそ、kibacoがその

真価を発揮するためです。そのため、実際にはいまだ

「新しい対面授業」で kibacoをフル活用できていない

のですが、恐らく今年度後期の哲学 Bで kibacoの力を

存分に発揮できるのではないかという希望的観測があ

ります。

　哲学 Bでは、生命倫理を中心とした現代倫理・応用

倫理を扱っています。具体的には出生前診断や安楽死・

尊厳死、脳死、臓器移植などの問題、あるいは iPS細

胞、ES細胞、遺伝子組み換えといった遺伝子治療、再

生医療等の問題を扱っています。

　対面のときの受講者数は 6号館 110番教室の収容限
度である上限 400人となっていたのですが、昨年度は
オンラインになったので 456人が受講しました。理
系・文系問わず、いろいろな学部の学生が参加してい

ます。

　授業の形態は、完全にプリントによる授業です。そ

のため、黒板はほとんど使いません。対面授業のとき

でも稀にしか使わないという感じでした。そのため、

対面からオンラインへの切り替えは非常にスムーズに

いきました。いつもどおりプリントに沿ってやればい

いという感じだったからです。PowerPointはまったく

使用しません。いや、そんなおしゃれな技は使用でき

ません。ずっとWordです。

3．授業で重視しているもの

　この授業には特殊性があります。この授業では倫理

を扱っているので、はっきりいって答えなどありませ

んし、私自身も答えを知りません。そのため、この授

業では知識を注入することにほとんど重きを置いてお

らず、どれだけあなたは知っていますかという観点で

は評価しないと、学生に最初から伝えています。知識

はどうでもいいということです。

　この授業で身に付けて欲しいことは、視野の拡大で

す。どういうことかというと、価値観がいろいろある

中で、自分が軽蔑していたような価値観でさえも、そ

こに投錨（とうびょう）する（錨〔いかり〕を投げ下

ろしてその立場に立ってみる）と実は正当性があって、

ひょっとすると相手の立場に自分もなり得たかもしれ

授業事例発表③

哲学 B における kibaco の活用

人文社会学部人文学科　准教授

木田　直人
きだ　なおと

「以前は kibaco を敵視していました」と語る木田准教授。受講生
が 400 名を超える大人数授業に kibaco を導入したことによって
生まれた大きなメリットについて紹介する。
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ないという体験、今まで自信を持って言えていたこと

が急に自信がなくなるような体験をしてほしいという

のがこの授業の趣旨なのです。

　ですから、知識などはどうでもよくて、小さな声で

言いますが、予習・復習は要らないと学生に言ってい

ます。その命令を学生は非常に忠実に守っていて、授

業改善アンケートでは授業時間外学習がほぼ 0時間の
学生が 52.5％と、誠に理想的な数値が出ています。私
は全然問題ないと思っています。専門科目であれば予

習・復習の時間をたっぷり取ってほしいと思いますが、

全学共通の授業なら授業時間に集中して聴いてもらっ

て、コンフィデンスが打ち砕かれる体験だけをしても

らえたら十分だと思っています。

　それに対して重視していることが、コメントを必ず

出すことと、出席することです。先程の「打ち砕かれ

る体験」は出席しないと経験することができません。

ですから、コメントをどう扱うか、400人レベルの授
業で出席のチェックをどうやって行うかということに、

非常に悩んできました。

　授業改善アンケートで、私が重視するものが学生に

きちんと伝わっているかが気になって「倫理観、社会

的責任の自覚」の項目を見たところ、学内平均 32.3％
に対してこの授業は 75.1％でした。ですので、授業の
趣旨はまずまず伝わっていると考えています。コメン

トでは「自分だけではのみ込めなかった問題を、他の

人の質問やそれに対する答えがあって理解を深められ

た」といったものがありました。コメントペーパーに

はかなり尖ったコメントも多く、自分の立場とまるっ

きり逆の立場からのコメントがあり、これを通じてい

ろいろな発見があるようです。「自分の考え方の癖のよ

うなものを見つけられたと思う」というコメントもあ

りました。

4．変化したもの

　次に、授業において kibacoの使用がどのような変化

をもたらしたかという点です。一つ目として対面のと

き（コロナ前）とオンラインを開始して以降（コロナ

中）の違いは、コメントペーパーを読むことに長い時

間を取られるようになったことです。

その理由は、みんなが気合を入れて書いているからで

す。それから、コロナ前はプリント印刷にも時間を取

られていたのですが、kibacoであれば前日に配ってし

まうので 0時間です。フィードバック・ペーパーの作
成も、コロナ前は 1時間ほどかかっていましたが、コ
ロナ中は 0時間です。コメントペーパーを読みながら、
必要な部分をコピペしてフィードバック・ペーパーを

作成するので、その作業はコメントペーパーを読む時

間の中に収まってしまいます。つまり、kibacoを導入

したことで 1時間半くらいの手間が省けたのです。
　もう一つ大きな変化として、コロナ前は授業の冒頭に

プリント配布時間を10分ほど、最後にコメントを記載す
る時間を10分間とっていたのですが、kibacoのおかげ

でこの計 20分が要らなくなり、最初にたっぷり 30分、
フィードバックの時間を取れるようになったことです。

授業も残りの 60分全てを使えるようになりました。
講義は毎回 20分プラスになったということなので、
20分× 14回で 280分（約 3回分）の授業を新たに
できるようになりました。

5．対面授業から新しい対面授業へ

　コロナが明けて、実際にオンライン授業から「新し

い対面授業」になった場合、どういう変化があるで

しょうか。

　増えるのは正味の授業時間とコメントペーパーを読

む時間です。これは、先ほど申し上げたように気合を

入れて書いてくるからです。つまり、授業時間内の 10
分で書かなくていいので、膨大な量を書く学生が増え

ています。そのため、読む量と時間は増えてしまいま

したが、それは必要なことだと考えています。

　もう一つ興味深いのは、授業後の質問時間です。「新

しい対面授業」における質問時間は、コロナ前と比べ
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ると変わりありませんが、コロナ中と比べると増える

と見込まれます。コロナ中のオンラインの時は授業後

の質問はほとんど無いのですが、対面になると必ず増

加するでしょう。

　こうして見ると、コロナ後であれば余計な手間はな

くなるし、大事な授業時間は増えるし、実際の人と人

とが触れ合う機会は増えるということで、いいとこ取

りになるだろうと考えられます。

　まとめると、1点目に諸手間が著しく減少しました。
諸手間の中にはプリントを配布するだけではなく、持

ち運ぶ手間も入っています。大きな段ボールに入れて

1200枚もまとめて運んでいましたし、配り終わった
後に教室の後ろに回って余った紙も全部持ち帰らなけ

ればならないので結構な手間だったのですが、そういっ

たこともなくなります。2点目に有意義な授業時間が確
保できます。3点目に、授業後、学生との直接の交流
が可能になります。4点目に、コメントに向かい合う
学生の真剣度が上がります。コメントの一例を資料に

載せていますが、こういう膨大なコメントを書いてく

る学生も少なくありません。「新しい対面授業」におい

て、この kibacoのおかげで 2年前よりも随分といい授
業ができるようになるのではないかと考えています。

質疑応答

（小林）大人数授業の授業を担当しているのですが、学

生の人数が多い中、効果的にフィードバックをするた

めにはどのような方法があるでしょうかという質問を

頂いています。

（木田）訊いて頂きたかったご質問です。資料 1は、2
年前までやっていたフィードバック・ペーパーなので

すが、文字通りのコピー＆ペーストでものすごい時間

がかかっていました。

資料１

これが今では資料 2のように改善されています。この
ようにコメントをパソコン上でコピー＆ペーストをし、

特に学生にフィードバックするものは赤字であらかじ

め示しておいて、たっぷり 30分かけて答えています。
資料２
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FD セミナー
学生との意見交換会

（松田）ここからは、学生の意見を直接聞く機会となり

ます。実は、学生との意見交換会は、昨年度開催した

FDセミナーで初めて実施したのですが、学生の生の声

を聞くことができたということで大変好評でした。今

回は、授業やキャンパスライフなどについてゆっくり

話を聞いていきたいと思います。

　本日は 7名の学生にお集まりいただきました。1人
ずつ簡単に自己紹介をしていただきます。現在受けて

いる対面とオンラインの授業の割合、都立大に入って

よかったと思う点について教えてください。

自己紹介

（池谷）私は対面授業が 3割、オンライン授業が 7割
程度です。そのうち幾つかはハイブリッド授業で、対

面とオンラインのどちらでも参加可能となっています。

都立大に入ってよかった点は、専門科目だけでなく教

養科目や基礎ゼミナールなどでも自分の学びたいこと

や興味のあることに取り組める環境がある点です。

（須藤）都内の自宅から 1時間弱かけて南大沢キャン
パスに通学しています。現在、理系科目の一部とアー

トの実技科目が対面授業で、他はハイブリッドまたは

オンラインのみとなっています。都立大に入ってよ

かった点は、キャンパスが広く、自然も豊かで落ち着

ける場所がある点と、総合大学なのであらゆる知識を

持った人たちと関われる点です。

（古俣）昨年に引き続き参加します。昨年はずっと地元

の新潟でオンライン授業を受けていて、今年 4月に上
京しました。都立大に入ってよかったことは、総合大

学なのでいろいろな方と話せるところだと思います。

（佐久間）私は埼玉県に住んでおり、昨年と今年はほぼ

オンラインで授業を受けました。専門科目の授業はハ

イブリッド型なので、大学に来て受けることもありま

す。都立大に入ってよかったと思うことは、いろいろ

な学部のいろいろな考えや知識を持った方がいらっ

しゃるし、他学部の専門科目も気軽に受けられる点で

す。

（堀内）私は現在 7コマを受講しているのですが、6コ
マが対面で、1コマがオンラインです。都立大に入っ
てよかったことは、先生との距離が近いので、対面と

オンラインの配慮などもきめ細かくしていただける点

です。

（久下）現在は日野キャンパスで学んでいて、授業は実

験のみが対面、それ以外は全てオンラインです。都立

大に入ってよかった点は、自分は高校のときから情報

科学に興味があって都立大に進学したのですが、1～
2年の基盤・教養科目で経済や宇宙など他の興味があ
る分野も幅広く学べたことです。

学生との意見交換会

◆参加学生
　池谷　怜央（都市環境学部 1年）
　須藤　あすか（システムデザイン学部 1年）
　古俣　結夏（人文社会学部 2年）
　佐久間　舞（法学部 3年）
　堀内　希沙乃（人文社会学部 3年）
　久下　柾（システムデザイン学部 3年）
　鈴木　飛雄馬（健康福祉学部 3年）

◆パネリスト
　西島　壮（大学教育センター　准教授）
　角野　秀一（理学部物理学科　教授）
　木田　直人（人文社会学部人文学科　准教授）
　横田　佳之（大学教育センター長）
　松山　洋（都市環境学部地理環境学科　教授）
　國政　浩（教務課長）

◆進行
　松田　岳士（大学教育センター　教授）

学生と共に考える「新しい授業のかたち」
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（鈴木）対面授業とオンライン授業の割合は大体 1対 2
です。都立大に入ってよかったことは、論文や教科書

などにも載っている有名な先生が多いので、そういっ

た方々から学べるのは良かったと思います。

キャンパスライフで困っていること

（松田）それでは、授業について聞く前に、キャンパス

ライフについて聞こうと思います。新年度に入って 2
カ月半が経過し、サークルやアルバイトなど授業以外

の部分もコロナの影響を受けたと思います。またそう

いった中で困っていることもあると思います。皆さん

の困っていることに対して大学にどのようなサポート

をしてほしいですか。

（鈴木）困っていることは、グループワークなどで自分

のパソコンを持ち寄ったときにWi-Fiの環境が良くな

い場所があることです。

（久下）鈴木さんと同じで、学内Wi-Fiのことです。南

大沢キャンパスと日野キャンパスで学内Wi-Fiを利用

しているのですが、強度が全体的に弱い印象がありま

す。特に南大沢キャンパスでは教室によって全くと

いっていいほどつながらないときもあります。さらに、

私は水曜 4限に情報科学科の小町先生の基礎ゼミでア
シスタントを務めているのですが、6号館はオンライ
ン授業用の無線 LANアクセスポイントが整備されて

いるものの、接続人数が 10人を超えるとつながりに
くくなってしまいます。講義によっては、Chromeやブ

ラウザ上でプログラムを書いて実行したり、インター

ネット経由で授業を受けたりすることもあるので、な

るべく早く改善していただきたいと思っています。

（堀内）私は図書館や 6号館の自習スペースについて
お話します。緊急事態宣言が出る前は対面授業がメイ

ンで、学生も多くキャンパスに来ていたと思います。

そのとき、空きコマに自習しようと思って図書館など

に行ってみたのですが、コロナの影響で座席数が制限

されているため埋まってしまっていて、いろいろな所

を歩き回った経験があります。今後、緊急事態宣言が

明けて対面授業が増えてきたときに、座席数を増やし

ていただくような配慮があるといいなと思います。

（佐久間）現在、学内には支払いが専用カードでないと

使えないコピー機が幾つかあります。人社の専門図書

館の前にあるコピー機などがそうなのですが、専用

カードでしか支払いできないとなると、初めて使うと

きに戸惑って、少し不便に感じました。そうしたコ

ピー機の存在も周知されていないと思いますので、1
年生でも分かりやすい配慮があったり、現金での支払

いやその場で専用カードの購入ができるようになった

りすると、もっと効率的に学びを深められると思いま

す。

（古俣）ほとんどの 2年生がそうだと思うのですが、そ
もそも学校に通えていること自体がすごく嬉しいです。

対面授業が週 1回くらいであっても、学校に行って友
達と話して授業を受けられるのは、昨年 1年間ずっと
オンラインだった 2年生にとっては本当に嬉しいこと
です。不安に思う点は、2年生は昨年、ガイダンスな
どもほとんどなかったので、ほぼ 1年生と同じような
状態で 2年生として学校に通わないといけない点です。
学内のどこに何があるかも全然分かっていない状態な

のですが、ガイダンス等の機会がないので、何とか自

分たちで試行錯誤しながら生活している状況です。そ

こはちょっと大変だなと思っています。

（須藤）まず、図書館の開館時間が遅いことです。現在

は 10時開館ですが、8時 50分から始まる 1限に利用
できれば、1限の授業がない日は 1限の時間に図書館
で勉強でき、規則正しい生活に貢献できると思います。

また、1号館のロッカールームにある自習スペースは、
大きな窓があるので解放感があり、とても居心地がい

いのですが、夏になるとかなり暑くなってしまいます。

対策として、カーテンなどを設けていただきたいと

思っています。

（池谷）困っていることは、緊急事態宣言の影響でクラ

ブやサークルの活動が禁止になってしまい、入りた

かったクラブにまだ入部できていないことです。5月
に緊急事態宣言が延長された後、活動を再開したクラ

ブと、まだ再開していないクラブがあるようで、それ

についての情報がまだ入部できていない学生には伝

わっていないと感じます。それから、災害等が起きた

ときに大学がサポートしてくれるのかという点が気に

なっています。

（松田）ここまでの学生の発言を受けて先生方からお答

えいただきたいと思います。　　　　　
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（横田）具体的な意見をたくさん頂戴したので、全て今

後精査してきちんと対応させていただきます。特に気

になったのがWi-Fiです。久下さん、6号館のWi-Fi

が弱いというのは前期のことですか。

（久下）そうです。前期に TAをしていて、Wi-Fiが

ちょっと弱いと感じました。

（横田）至急調査して対処します。あとは、コピー機や

自習スペースの話もありました。図書館の開館時間に

ついては学術情報基盤センター長にお話ししてみます。

クラブやサークルの情報は学生課マターなので、これ

も学生課と相談して対処したいと思います。災害時の

サポートについては、都立大学自体が東京都の緊急時

の避難場所になっていて、いろいろな備蓄もあります。

都民より優先して使えるかどうかはっきりとは言えま

せんが、安心していただきたいと思います。課長、何

か補足することはありますか。

（國政）先ほど横田センター長からもコメントがありま

したけれども、まずは調査を行った上で対応できるも

のからしっかりやっていきたいと思います。Wi-Fiは

授業環境を構成する上で非常に大事な要素ですが、昨

年のオンライン授業が始まる段階ではポケットWi-Fi

で対応せざるを得ない状態でした。実際、学内で授業

を配信する先生方にポケットWi-Fiを貸し出したり、

授業環境が整わない学生に対してサポートの貸し出し

を行ったりしました。この 3月末をもって光回線を敷
設し、5月末にローカル 5Gで 2000アクセス程度が
同時にできるぐらいの大容量のインフラを暫定的に確

保しています。もちろん場所によって電波が入りにく

かったり、何かしら不具合が発生したりしている可能

性もあるので、専門的に調査をかけていきたいと思っ

ています。教務課では、学生の皆さんの授業環境の改

善、授業を実施する側の先生方の環境改善の両方を使

命として考えているので、そうした要望をどしどしお

聞かせください。

オンライン授業について

（松田）それでは、この意見交換の本題である授業につ

いて聞いていこうと思います。オンライン授業の感想

やメリット・デメリットについて自由に発言していた

だきます。

（須藤）メリットは教室移動の必要がない点と、Zoom

のブレークアウトルームの機能のおかげで話したこと

のない学生と話す機会が増えた点です。私は 12号館
から 1号館まで 10分で移動しなければならない曜日
があるのですが、オンライン授業のおかげで移動が楽

になり、授業により集中できるようになりました。ブ

レークアウトルームについては、英語の授業で学生間

の話し合いをするとき、メンバーがランダムで決めら

れるのですが、対面で近くの席の人と話し合う形式に

比べ、多くの人と関わる機会ができ、楽しく受講でき

ています。

　デメリットは画質の問題で、黒板の字が一切読めな

いことがある点です。特に板書が重要となる理系科目

では、授業動画の公開をお願いしたいです。

（池谷）メリットは、教室移動の必要がない点が一番大

きいと感じます。オンラインであれば、授業が終わっ

た後すぐに復習に取り組めたり、次の授業の予習に取

り組めたりするので、とてもいいと思います。

　デメリットは、対面とオンラインのどちらも行って

いるからこそ感じるのですが、1日の授業で両方があ
ると、結局大学に行ってオンライン授業を受けること

になってしまって教室移動が発生し、メリットが消え

てしまう点です。

（古俣）メリットは、授業によっては対面授業よりも理

解度が高まる点です。受講生が 100人、200人という
授業を対面で行うと、広い教室で黒板も先生も遠くな

ると思うのですが、オンラインで行えば画面に

PowerPointやレジュメが表示され、メモもしやすいし、

先生の声も聞き取りやすいので、より理解が深まると

思います。

　困っている点としては、ブレークアウトルームが本

当に必要なのかと思うときがあります。先生が取りあ

えず「ブレークアウトルームで話し合ってみてくださ

い」という感じで、4～ 5人のグループに分けるので
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すが、学生によっては全くしゃべらなかったり、顔す

ら出さない人もいます。わざとそうしているのではな

く、急に「知らない人と話せ」と言われて何を話した

らいいか分からなかったり、周りがみんな先輩でどう

しようということもあると思います。私も 1年生のと
きはそうでした。ですので、本当にブレークアウト

ルームで話す必要があるのかどうか、よく考えて使っ

てほしいと思います。

（佐久間）メリットは、通学時間がなくなったこともあ

りますし、イヤホンから声を聴けるので先生方の話を

拾いやすい点もあります。それから都立大は、リアル

タイムの授業を多くの先生方が行っていた印象があり、

オンライン授業を自宅で受けていても生活のリズムを

維持できたのは良かったと感じます。リアルタイムで

授業を受けられるので、気になったことを授業中に気

軽にチャットで質問できるのもいい点だと思います。

　デメリットは、Zoomの機能についてまだ慣れてい

ない先生方も多いようで、動画の共有一つとっても、

デスクトップを共有するのか、一つの資料を共有する

のか、音声も一緒に共有するのかといった方法の使い

分けや、投票機能なども一定程度授業で利用する可能

性もあると思うので、そういった点に関して授業を効

率良くできるようにマニュアルなどがあれば、先生方

も授業の進行がしやすいのではないかと思います。

（久下）私が所属している情報科学科では、2年後期の
水曜日の講義は本来全て日野キャンパスになるのです

が、昨年度はオンラインだったので南大沢キャンパス

からの移動が全くなく、非常に楽でした。これはオン

ライン授業のメリットだと感じています。しかし、

Zoomの利用方法や kibacoの細かい使い方の説明があ

まりないままオンライン授業に移行してしまったので、

あまりよく分かっていない状態で講義を受けることが

多かったです。加えて、先生方も Zoomや kibacoの使

い方をあまり理解されていないことが結構多かったよ

うに感じました。今年度は先生方も慣れてきて、あま

り問題はないように感じているのですが、都立大が挙

げている「新しい対面授業」のためにも、これから入

学してくる学生のためにも、操作マニュアルや使い方

の説明書のようなものを配布してほしいと思います。

（堀内）メリットとしては、授業でゲストスピーカーと

呼ばれる方々のお話を多く聞けたことが挙げられます。

遠くに住んでいる方や、障害を持った方であっても、

オンラインであればすぐにつなげられるので、お話を

聞けたことはとても良かったと思います。デメリット

は、マイクのミュートを解除してしまっている学生が

いることです。先生が強制的にミュートにできると思

うのですが、それを知らずに騒がしいまま授業が続い

てしまうことがあったので、その点を改善してほしい

と思います。

（鈴木）メリットは、まず通学時間がないことだと思い

ます。私自身、荒川キャンパスまで 1時間半ぐらいか
かってしまうので、この分の時間を別に使えるのはい

いことだと思っています。それから、チャット機能を

使って質問できるのはすごくいいと思います。

　デメリットとしては、集中力があまり続かず、対面

より緊張感が少ないイメージがあります。それから、

グループワークがしにくいことです。ブレークアウト

ルームでカメラオン、ミュート解除をしていても、ア

イコンタクトができずに衝突してしまう場面があるの

で、グループワークは少しやりにくいと思います。

　それと、メリットかデメリットか分からないのです

が、発表のときに緊張しないことが挙げられます。最

近は事例検討などの発表をする機会が増え、対面より

は緊張せずに話せているのですが、やはりアイコンタ

クトができないので、聞いている人にどう届いている

のか分かりにくいと感じています。

対面授業について

（松田）次に、対面授業について聞いていこうと思いま

す。緊急事態宣言が発令された後はオンライン授業の

割合も増えたのですが、今年度は基本的に対面授業を

行う形でスタートしています。オンライン授業と比較

して、対面授業のメリット・デメリットをお聞きしま

す。

（鈴木）対面授業のいい点は、演習系の授業ができる点

です。健康福祉学部では患者役とセラピスト役に分か

れて検査や評価を練習するなど、人の体を触ってみな

いと分からない部分が多いので、対面授業はこれから

も欠かせません。

　改善すべき点は、最近もあったのですが、1限だけ
オンラインで、3限から対面というのは少しだけ忙し
いと思うので、そこが改善されるといいと思います。
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（久下）今年度の初めは対面授業があって、久しぶりに

同級生や友人に会うことができ、非常にうれしかった

のを覚えています。現在はオンライン授業やハイブ

リッド授業も増えましたが、1年次の対面授業と同程
度のクオリティの講義を受けられていると感じていま

す。しかし、対面授業の参加を強制する先生もいるよ

うなので、これは早急に改善していただきたいと思っ

ています。

（堀内）対面授業のメリットは、クラスメイトと一緒に

同じ場で授業が受けられることです。クラスメイトが

頑張ってノートを取っていることや、どんな発言をし

ているかといったことも感じられ、集中力や意欲が高

まると思います。授業前後の休み時間にも友達と接す

ることができるので、疑問を解消することもできます。

　改善してほしい点は、オンラインだとランダムに割

り振られるのでいつも違うメンバーと話せるのですが、

対面だとどうしても同じ席に座ってしまうので、メン

バーが固定化してしまう点です。

（佐久間）私はほとんどの授業をオンラインで出ている

ので、「新しい対面授業」にあまり出られていないので

すが、4月は専門の授業をハイブリッド型で受けてい
ました。そのとき感じたのは、家で勉強するよりも教

室で講義を聴く方が集中力が非常に高まるということ

です。

　ただ、4月はまだ緊急事態宣言が出ていないときだっ
たので、それなりに人もいたのですが、ソーシャル

ディスタンスに関する配慮がなされていないように感

じました。

（松田）それでは、ある意味非常に特殊な経験をされた

2年生の古俣さんに聞いてみたいと思います。1年間
オンラインがスタンダードのままで来てしまっていま

すが、対面授業に参加してどのように感じていますか。

（古俣）2年生の中でも認識は違うとは思うのですが、
対面授業でキャンパスに行けるだけでテンションが上

がりました。また、私は社会福祉を専攻しているので

すが、ソーシャルワーカーとクライアントのロールプ

レイなど、人との対話を行う授業が対面でできること

は非常に効果があると思います。

　昨年のオンライン授業と比較して、もちろん対面の

方が楽しいのですが、オンラインからどのように移行

すればいいか分からない部分もあって、例えばリアク

ションペーパーなどもオンラインのときは授業が終

わってから空いている時間にしっかり書けたのですが、

対面授業後の 5分や 10分で書くのは初めてだったの
で、この 5分間で書く内容で評価されてしまうのかと
いう戸惑いもありました。そこは説明が欲しいという

か、対面授業の受け方のようなものがもう少し分かる

と楽になると思います。

（松田）では、1年生に聞いてみたいと思います。須藤
さん、いかがでしょうか。

（須藤）対面授業のメリットは、対面授業の方が緊張感

があり、頭に入りやすい点と、近い目標を持った人が

周囲にいることでモチベーションが上がりやすい点で

す。ハイブリッド授業をしばらくオンラインで受講し

たところ、中間テスト期間に他の科目の勉強に追われ、

モチベーションが落ちてしまうことがありました。し

かし、何となく気が向いて対面授業に参加したところ、

教室で授業の話をしている学生たちを見て、自分も

もっと真剣に取り組みたいと考えるようになりました。

　対面授業のデメリットは、大学では授業の受け方も

学生に委ねられているためか、教授の真正面に座って

いても他の学生の私語で先生の言葉が聞き取れないこ

とがある点です。注意してくださる先生もいますが、

放置される先生も多い印象です。あまりにも私語が続

くようであれば、どの授業でも先生からご注意いただ

くなどの対応をお願いしたいです。

（池谷）対面授業のいいところは、先生方が学生の反応

を直接見ることができ、分からないところがあればす

ぐに対応できるので、時間のロス等がオンラインより

少ない点だと思います。それから、授業後に友達と授

業内容や分からなかったことについてすぐに質問し

合ったり、確認したり、一緒に課題に取り組んだりで

きるのがいいところだと感じています。

（松田）では、ここで古俣さんにもう一回振ろうと思う

のですが、2年生の中には対面授業になかなか出たが
らない学生が結構いると聞きます。そういった現象は

見聞きしたことはありますか。2年生としてその点に
ついてどのように感じていますか。

（古俣）確かに対面かオンラインかを選べるならオンラ
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インにしようという人は多い気がします。中にはオン

ラインの方が楽だという人もいると思うのですが、一

番大きいのは学校生活をどのように送ったらいいか分

からないことだと思います。対面授業の受け方どころ

か、教室がどこにあるかもよく分からないし、しかも

友達もあまりいない人が 2年生は結構多いです。対面
授業を受けたい気持ちはありつつも、一人でよく分か

らない校舎に行って、一人座って対面を受ける勇気が

あるかというと、迷う部分がかなり大きいと思います。

（松田）それでは、ここまでの学生の発言を受けて、先

生方から一言ずつコメントを頂きます。

（西島）私が感じたのは、キャンパスに来る意味という

のは、対面授業とオンラインの授業の比較だけでは話

ができないのではないかということです。というのも、

私個人の大学生活を思い出すと、やはり授業に参加す

るのは嫌なもので、大学になぜいたかというとサーク

ルや部活の仲間がいたからです。そうしたつながりが

今も一生のつながりになっているのですが、2年生の
話を聞くと、やはり 1年生のときにサークルに入る
きっかけがなかったし、2年生だと情報も入ってこな
いので、それでキャンパスとのつながりが持てないと

なると、キャンパスとのつながりは授業だけではなく、

何で考えるのかというところも大学として考えていく

べき課題だと思います。

（木田）非常に深刻な問題があるということを改めて実

感しました。西島先生がおっしゃったように、今の話

は授業パートだったのですが、やはり授業外の人間関

係のつながりがないことが根本的な問題を生じさせて

いるような気がしました。私自身としては、授業は対

面よりオンラインの方が絶対にいいと考えているので

すが、授業外という観点においてはそういうことばか

り言っていられないということが深刻に伝わってきま

した。　　　　　

（松田）考えてみればそうですね。2年生はキャンパス
ライフが 1年間なかった中で、いきなりキャンパスに
放り込まれるという 1年生より厳しい状況だったわけ
です。

　最後に、昨年最も問題になった課題やレポートにつ

いて聞いてみようと思います。授業で課される課題や

レポートについて昨年、特に対面授業を知っている学

生から「対面と比べて量が多い」という声がかなり寄

せられました。また先程、西島先生から、課題に対す

るフィードバックの重要性という話もありました。課

題に対してどのようなフィードバックがいいのか、そ

れから課題やレポートをこのように取り扱ってほしい

という意見のある学生はいますか。

（須藤）量に関しては、現在ぎりぎりついていける程度

と感じており、ちょうどいいと考えています。ただ、

出席確認を kibacoで行うのはできれば避けてほしいで

す。ある授業では、Zoom画面をどのシーンでも構わ

ないのでスクリーンショットして、その画像を kibaco

に提出するシステムになっているのですが、ある週に

先生がそのシステムを授業内でリマインドするのを忘

れてしまい、一部の学生が出席確認課題を提出できな

くなってしまいました。出席確認は、対面であればそ

の場で何かを提出する形式、オンラインであれば参加

者一覧をスクリーンショットする形式があると思うの

ですが、そういったことが難しい大人数授業の場合は、

出席確認のために学生が kibacoにアクセスする時間を

授業内に設けて欲しいと思います。

　また、私のインダストリアルアート学科の専門科目

でデザインの課題が毎週出る授業があるのですが、課

題に毎回付けられている点数を知ることができず、提

出された課題の中で良かったものが授業内で紹介され

るだけとなっています。心血を注いで作品を制作し、

提出しても、紹介されなかったときはどんな点数が付

いたか見当もつかないため、モチベーションを保つこ

とが難しくなっています。点数の開示や一言でも感想

やアドバイスなどのフィードバックをしていただける

と改善すると思います。

（池谷）やはりレポートに対してフィードバックが欲し

いと感じる場面が多いです。私は観光科学科に所属し

ているのですが、専門科目の授業で「実際に全員で

フィールドワークを行い、それに対してレポートを書

く」という課題だったものが、コロナの影響でフィー
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ルドワークがなくなり、「自分でその地域について調べ

てレポートを出す」ことになった課題が幾つかありま

した。それに対して、自分が目を付けた視点や取り

扱った題材が本当に正しいのかとか、こういうところ

に目を付けていればよかった、こういう考えができて

いればよかったという反応を頂けないと、自分のレ

ポートがちゃんとできているのか不安になってしまう

ことがありました。やはりフィードバックを頂けると

知識もつきますし、次への意欲も上がると思うので、

できる限りでいいのでレポートに対してフィードバッ

クが行われるといいと思います。

（鈴木）オンラインの授業はやはり知識系の授業が多

く、ある授業は 3～ 4限の 2コマ続きなのですが、3
限で授業を行い、4限は自分で教科書の内容やレジュ
メを見てまとめ、自分で知識の再確認をする課題があ

るのですが、その課題はやはり自分自身でただ聞いて

いるだけではなくて、教科書をまた見て確認すること

で知識がついていると感じています。

　フィードバックに関しては、一言くれる先生もいて、

「よく調べている」「ここはこうした方がよかった」な

どと書いてもらえるとモチベーションが向上するので、

一言でもいいのでフィードバックを頂けると、とても

うれしく思います。

kibaco について

（松田）kibacoに関して何か意見のある人はいますか。

（佐久間）kibacoを起点として授業が動いている中で、

kibacoのマイページのところでも課題やお知らせにつ

いて確認できると思うのですが、そこにアンケートと

テストの欄を作っていただけるととても確認しやすい

と思います。

　それから、昨年は期末試験の際、対面試験とオンラ

イン試験の切り替えの時期にメンテナンスが入り、期

末の課題として課されたレポートの締め切りとかぶっ

た学生もいたと聞きました。ですので、早め早めの連

絡をしていただけるととても助かります。

（須藤）kibacoの良い点は、課題をやり遂げたらすぐに

提出できる点と、未提出の課題を一覧で確認できる点

です。改善してほしい点は、課題の提出期限を過ぎる

と提出することができなくなることです。以前、ネッ

ト環境のトラブルで課題の提出が間に合わなかったと

き、教授に直接メールで提出したところ、遅延で減点

はされたものの点数を付けてくださったことがありま

した。そういった対応をされる先生もいらっしゃるの

で、遅延提出を可能にしていただけるとより便利にな

るのではないでしょうか。

　kibacoについては不満を持っている学生が多いよう

で、友人に改善すべき点を聞いたところ、「マイページ

に戻るところが分かりにくい」「提出を 1回押しただ
けでは提出できない」「出し直しができるならドラフト

進行中の画面は要らない」「全体的に見にくい」「Campus 

Square for WEBと統合してほしい」「とにかくインター

フェースが悪い」といった意見がありました。「新しい

対面授業」を目指すに当たって、もっと力を入れてい

ただきたいと考えています。

（松田）ここまでの学生さんの発言を受けて、先生方か

らコメントを頂きたいと思います。

（横田）kibacoについては本当におっしゃるとおりで、

昨年度、学生に対するアンケートでも kibaco、Campus 

Square for WEB、学生ポータルをひとつにしてほしい

という意見がものすごくありました。我々もそれはそ

うだなと思っているので、これから一生懸命努力して

いきますが、いろいろ大人の事情も絡んでいますので、

もうしばらくお待ちください。

　メンテナンス時期に関しては、kibacoをパワーアッ

プするためにタイミングを見計らって小刻みにバー

ジョンアップしていたのですが、たまたまそのときは

その時期に設定せざるを得ない状況があり、本当に申

し訳なかったと思います。学習管理システム（LMS）

はWi-Fiと同じくこれからの大学教育に欠かすことが

できませんので、しっかり充実させていきたいと思っ

ています。

（角野）レポートに対してフィードバックが欲しいとい

うご意見がありました。実は私の授業でも、毎回のレ

ポートに関して個別に細かいコメントを書いて返して

いるわけではなく、全てのご意見をまとめて次の授業

で解説するようにしているのですが、どういうところ

を評価しているのか知りたいというご意見については、

レポートのどこを評価するのかをあらかじめ教員側が

示すことが重要ではないかと感じました。

　提出期限を延ばす点については、実はネットが落ち

てしまったことを考慮して期限を延ばして受け付ける
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機能が kibacoにはあります。

（松山）レポートのフィードバックは、やはりオンライ

ン上では難しいと思います。私は授業を全て対面で

行っているのですが、レポートを紙で出してもらった

ら赤ペンで書き込んだり、「よくできました」というは

んこを押したりして、次の時間に返しています。返す

ことが出欠確認にもなるので、そこは対面のいい点だ

と思っています。

　kibacoについても、教員からすれば非常に楽で、授

業で使う資料をアップロードしておいてメールで通知

しておけば、みんながそれを印刷してくるという感じ

で今は対面授業をしています。

（國政）フィードバックに関して、国の方針をお伝えし

ておくと、文部科学省は昨年度、「2040年に向けた高
等教育のグランドデザイン方針」を出し、その中で学

修成果の可視化、学修者本位の教育への転換が大きく

取り上げられています。フィードバックすることによ

り学生の教育に対する満足度を高め、自分たちはこう

いう学びをしたのだということを社会に向けて伝えら

れるようになることが大きな柱として示されたわけで

す。ですので、教務課としても、フィードバックをし

易くするためにはどんなツールがあるのかといった、

諸々の調査をしながら皆さんの期待に応えていきたい

と思っています。

（松田）Zoomに関して「授業のスピードが合っている

かどうか、講義をしていて不安になるのですが、分か

りやすいスピードやブレークの取り方、学生として感

じているところがあれば教えてください」との質問が

教員から来ています。

（古俣）オンライン授業の理解度に関しては、ブレーク

の取り方やスピードよりも授業後のフォローの方が重

要ではないかと思います。スピードが速くてついてい

けなかったり、通信不良で授業から抜けてしまったり

することが結構あると思うので、授業の動画を公開し

たり、授業で話した内容をレジュメや資料にして見せ

たりしていただいた授業はとても分かりやすかったで

す。

（松田）もう一つ学生から「教員の方々が新しい対面授

業を行う中で、こういった設備のサポートが欲しいと

いうものは何かありますか」という質問が来ています。

（横田）動画を公開するにしても kibacoは容量が限ら

れているし、Zoomのクラウドも上限があるし、かと

いって教員個人のアカウントのストレージを利用する

のもどうかという感じなので、大学としては公式のス

トレージを早く整備したいと考えています。

（松田）本当はまだまだ議論が盛り上がると思うのです

が、残念ながら時間が来ております。今回も昨年に引

き続き学生に参加していただきましたが、一つひとつ

が具体的で、学年・学部特有の問題もあったりして、

私たちも聞いていてハッとする意見がたくさんありま

した。こういったものを今後もぜひ続けていけたらと

思います。




